
白 

寿
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二
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町
老
連
・
中
南
郡
老
連  

芸
能
発
表
会
の
お
知
ら
せ 

一
、
日
　
時
　
⓬
月
㉒
日
㈮
　
⓾
時
～
⓬
時
㉚
分

二
、
会
　
場
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

三
、
出
場
者
　
中
南
郡
（
大
鰐
町
・
田
舎
館
村
・
西
目
屋
村
・

　
　
　
　
　
藤
崎
町
）
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
出
演

四
、
そ
の
他
　
入
場
料
　
無
料
で
す
。

　

※
抽
選
会　

観
覧
者
に
は
沢
山
の
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
⓬
月
⓯
日
発
行
の
「
広
報
ふ
じ
さ
き
お
知
ら

　
　

せ
号
」
に
折
込
で
配
付
し
ま
す
。　

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
の
方
々
の
観
覧
を
お
願
い
致

　

し
ま
す
。

※
バ
ス
巡
回
経
路
に
つ
い
て

　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
発　
９
時
➡　
水
木
➡　

路　
福
舘
➡
久
井
名
舘
➡　
榊
➡　
中
島
➡　
矢
沢
➡

往　
文
化
セ
ン
タ
ー
着　
9
時
30
分

　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
発　
⓭
時
➡

路　
そ
の
後
の
経
路
は
往
路
の
逆
順
で
巡
回
し
ま
す
。

復　
常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
着　
⓭
時
30
分 

令
和
５
年
５
月
㉔
日
㈬ 

五
月
晴
れ

参
加
者
⓮
名
、
自
己
負
担
二
千
円
、
町
福
祉
バ
ス
利
用
。

大
森
勝
山
遺
跡
・
弘
前
レ
ン
ガ
倉
庫
美
術
館
・
藤
陣
（
昼

食
）・
堀
越
城し
ろ
あ
と跡・

サ
ン
フ
ェ
ス
タ
石
川
（
お
土
産
な
ど
）。
大

変
有
意
義
な
研
修
旅
行
で
あ
っ
た
。

〇
大
森
勝
山
遺
跡

岩
木
山
北
麓
。
世
界
遺
産

の
一
部
を
な
す
。
縄
文
期
の

山
岳
地
帯
の
生
業
と
精
神
性

が
読
み
取
れ
る
と
い
う
、
大

規
模
な
環
状
列
石
（
未
完

成
？
）
で
あ
り
、
岩
木
山
を

間
近
に
仰
ぎ
見
る
開
放
的
な

遺
跡
で
あ
っ
た
。

〇
弘
前
レ
ン
ガ
倉
庫
美
術
館

大
巻
伸
嗣
氏
の「
地

　
平
線
の
ゆ
く
え
」

県
内
の
風
物
・
自

然
・
信
仰
の
形
な
ど
を

取
材
し
た
結
果
を
も

と
に
到
達
し
た
県
独

自
の
死
生
観
を
テ
ー

マ
と
し
た
展
覧
会
で

あ
り
、世
界
の
存
在
そ

の
も
の
と
静
か
に
向

き
合
う
、時
空
間
の
展

覧
会
で
あ
っ
た
。不
思

議
な
静せ
い
ひ
つ謐
感
が
感
じ

ら
れ
た
。

〇
堀
越
城
跡

天
正
十
九
（
一
五
九
一
）

年
豊
臣
秀
吉
よ
り
津
軽
の
領

地
安
堵
を
得
た
弘
前
藩
初
代

藩
主
津
軽
為
信
が
居
城
を
大

浦
か
ら
堀
越
へ
移
し
た
文
禄

三（
一
五
九
四
）年
頃
の
城
跡

を
発
掘
復
元
し
た
も
の
で
あ

る
。
史
跡
津
軽
氏
城
跡
の
一

部
と
し
て
国
が
史
跡
指
定
し

て
い
る
。
写
真
は
三
の
丸
展

望
デ
ッ
キ
よ
り
の
本
丸
・
三

之
丸
跡
遠
望
。

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
、藤

崎
町
老
連
か
ら
、
舘
山
会
長
以
下 

山
内
・
木
村
・
神
・
加

福
・
吉
田
・
佐
々
木
・
高
木
の
８
人
が
参
加
し
た
。
会
場
の

「
秋
田
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス
」
は
、秋
田
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
た
会
場
で
あ
っ
た
。
資
料
は
手
作
り
の
手
提
げ
袋
に
入

れ
ら
れ
、
参
加
会
員
分
を
皆
で
協
力
し
制
作
し
た
物
で
、
参

加
者
か
ら
は
称
賛
と
感
謝
の
声
が
聞
か
れ
た
。

⓫
月
８
日
㈬
、
第
一
部
は
式
典
と
表
彰
式
。
全
老
連
会
長

の
村
木
厚
子
氏
は
挨
拶
で
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
だ
け
で
活
動

す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
の
方
々
と

共
に
行
う
活
動
」と
述
べ
た
。（
活
動
発
表
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
）

表
彰
式
は
育
成
功
労
表
彰

120
名
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

㊿
ク
ラ
ブ
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰
㊾
連
合
会
、
永

年
勤
続
表
彰
㉑
名
が
受
賞
さ
れ
た
。
来
賓
の
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
式
典
を
終
了
。

第
二
部
は
秋
田
県
老
連
が
「
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
芸
能
活
動
の
発
表
『
老
人
ク
ラ
ブ

文
化
祭
』」に
笑
い
と
感
動
で
場
内
が
一
つ
に
揺
れ
た
。
舞
台

の
上
の
熱
気
は
、
私
た
ち
だ
っ
て
や
れ
ば
何
か
変
わ
る
か
も

し
れ
な
い
、
帰
っ
た
ら
こ
の
こ
と
を
み
ん
な
に
知
ら
せ
よ
う

と
い
う
気
に
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
参
加
⓾
団
体

の
い
ず
れ
も
郷
土
愛
に
溢
れ
、
熱
演
が
続
い
た
。〝
秋
田
県

民
歌
〟
地
元
作
曲
家
成
田
為
三
の
〝
浜
辺
の
歌
〟。
会
場
一

杯
の
手
拍
子
の
中
、
嫁
入
り
行
列
を
模
し
て
の
〝
秋
田
長
持

唄
〟
と
〝
秋
田
お
ば
こ
節
〟
の
唄
と
踊
り
、
対
話
劇
〝
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
は
「
ど
う
す
る
？
ど
う
す
る
？
」
等
々
。

こ
の
文
化
祭
の
特
徴
は
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
、
発
表
グ

ル
ー
プ
は
人
数
が
⓾
人
以
上
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、

１
ス
テ
ー
ジ
八
千
円
の
出
場
料
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
会
員
同
士
の
友
好
関
係
が
深
ま
り
、

孤
立
す
る
者
が
い
な
く
な
っ
た
。
地
元
の
文
化
的
素
材
に
も

目
が
向
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
良
さ
に
気
づ
く
よ
う
に
な
っ

で
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
に
表
れ
て
い

た
。
舞
台
最
後
の
寸
劇
〝
令
和
ば
ん
ば
舞
〟
は
市
町
村
老
連

を
越
え
て
の
共
同
発
表
で
、
最
高
年
歳
か
ら
最
若
年
歳
の
今

回
の
最
多
人
数
の
舞
台
で
あ
る
。
地
元
秋
田
で
普
段
野
良
仕

事
で
働
き
づ
め
の
老
人
達
が
、
一
度
東
京
見
物
に
皆
で
行
こ

う
と
考
え
て
、
全
員
で
出
か
け
る
が
思
う
に
任
せ
ず
、
結
局

ふ
る
さ
と
秋
田
が
一
番
だ
と
帰
っ
た
ら
、
秋
田
の
ミ
ル
ハ
ス

で
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
っ
こ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
そ

れ
は
楽
し
い
も
の
だ
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
心
を
一
つ
に

合
わ
せ
全
員
が
杖
っ
こ
付
い
て
音
楽
に
合
わ
せ
舞
台
狭
し
と

踊
る
？
場
面
は
圧
巻
で
あ
っ
た
。

二
日
目
の
９
日
㈭
は〝
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
〟か
ら「
地

域
支
え
合
い
応
援
事
業
」
と
活
動
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
地
域
支
え
合
い
活
動
を

広
げ
よ
う
！
」
の
テ
ー
マ
に
秋
田
県
潟
上
市
・
神
奈
川
県
・

山
口
県
萩
市
、
三
団
体
の
発
表
が
あ
り
、
最
後
に
、
池
田
昌

弘
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
「
支
え
合
い
は
子
供
か
ら
我
々

の
年
代
ま
で
年
齢
を
越
え
支
え
合
う
と
こ
ろ
に
地
域
活
動
の

輪
が
広
が
る
の
で
は
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。

次
回
の
大
会
開
催
地
神
奈
川
県
川
崎
市
か
ら
参
加
の
呼
び

掛
け
が
あ
り
、
無
事
今
回
の
大
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
を
通
じ
、
参
加
者
（
靑
森
･
弘
前
・
十
和
田

板
柳
・
藤
崎
）
の
交
流
と
地
域
を
越
え
た
友
情
が
芽
生
え
た

の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る

た
。
笑
い
と
励
ま
し
の
あ
る
練
習

で
、
自
信
と
体
力
が
つ
き
、
健
康

と
内
面
か
ら
の
美
し
さ
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
等
々
。

そ
の
成
果
が
今
回
の
全
国
大
会

12　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 金
2 土 レクダンス部 9:00
3 日

4 月
役員会 10:00
芸能部 12:00

5 火 囲碁・将棋部 12:30
6 水
７ 木 囲碁・将棋部 12:30
8 金
9 土 レクダンス部 9:00
10 日

11 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

12 火 囲碁・将棋部 12:30
13 水 茶道部 13:00
14 木 囲碁・将棋部 12:30
15 金

16 土
レクダンス部 9:00
ふじ健大OB会 11:00

17 日
18 月 芸能部 12:00
19 火 囲碁・将棋部 12:30
20 水 広報委員会 13:30
21 木
22 金 中南郡老連芸能発表会 10:00
23 土 レクダンス部 9:00
24 日
25 月 芸能部 12:00
26 火 囲碁・将棋部 12:30

27 水
生け花部 9:00
茶道部 13:00
【白寿】配布日 16時⇨

28 木
29 金 年末休業
30 土 　〃
31 日 　〃

遺
跡
・
美
術
館
・
史
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
日
町
延
寿
会
研
修
旅
行

︷︷

「靑森曼荼羅」

第
�
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会 

秋
田
大
会

    

感
激
の
共
有
に
感
謝

　
　
　
　
　
　    

藤
崎
町
老
連
副
会
長
　
木
村
美
智
子

藤崎町老連から参加した方々（秋田市芸術劇場ミルハス）

秋田県老連の「秋田長持唄・秋田おばこ節」
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令
和
５
年
９
月
⓰
日
徳
島
県
で
「
第
�
回
全
国
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
２
０
２
３
in
と
く
し
ま
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
大
会
の
種
目
別
競
技
「
第
㉖
回
全
国
ユ
ニ
カ
ー

ル
大
会
」
に
於
い
て
「
青
森
ふ
じ
チ
ー
ム
」
が
⓫
年
ぶ
り
２

度
目
の
優
勝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
三
人
で
構
成
。
東
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
加
福
孝

二
・
加
福
哲
三
・
清
野
正
廣
の
三
人
で
す
。

前
回
の
優
勝
か
ら

２
年
後
に
メ
ン
バ
ー

を
組
み
換
え
す
る
こ

と
に
な
り
試
合
に
臨の
ぞ

ん
で
み
た
が
、
県
大

会
で
も
な
か
な
か
勝

つ
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
の
で
、
も
う

一
度
全
国
優
勝
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
、

今
年
の
全
国
大
会
前

に
元
の
メ
ン
バ
ー
に

戻
し
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
予
選
リ
ー

グ
を
勝
っ
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
行
く
こ
と
を
目
標
に
試

合
に
臨
み
、
見
事
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
準
決
勝
で
は
以
前
に
優
勝
し
た
こ
と

の
あ
る
難
敵
の
三
重
県
チ
ー
ム
と
の
対
戦
に
な
り
ま
し
た
。

第
１
エ
ン
ド
に
２
点
を
先
取
さ
れ
、
不
利
な
状
況
か
ら
頑
張

り
、
第
２
エ
ン
ド
で
直
ぐ
に
２
点
取
返
し
た
こ
と
が
相
手
に

非
常
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。
第
３
エ

ン
ド
に
も
１
点
を
取
り
、
有
利
な
状
況
に
な
り
５
対
３
で
勝

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
勢
い
そ
の
ま
ま
に
福
岡

県
チ
ー
ム
に
４
対
１
で
勝
利
し
、
優
勝
を
飾
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
全
国
大
会
で
は
連
続
優
勝
し
た
チ
ー
ム
が
無
い
の

で
、
来
年
も
連
覇
を
目
指
し
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ユ
ニ
カ
ー
ル
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
考
案
さ
れ
、
陸
上
版
の

カ
ー
リ
ン
グ
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
老
若
男
女
が
楽
し
め
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
頭
を
使
う
競
技
な
の
で
脳
ト
レ
に
な

り
、
ボ
ケ
防
止
に
も
な
り
ま
す
。
是
非
、
一
度
は
体
験
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
月
よ
り
続
き
）

拝
殿
に
は
太
鼓
、
ロ
ー
ソ
ク
立
、
御
幣
等
神
社
と
し
て
の

必
需
品
が
所
狭せ
ま
しし

と
並
ら
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
厄や
く
よ
け除

記
念
品

が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
厄
除
記
念
品
も
中
央
公
民

館
が
指
導
し
、
村
全
体
の
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
一
堂

に
会
し
て
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
少
な
く
な
っ
た

と
い
う
。「
か
つ
て
の
美
風
が
消
え
て
行
く
の
は
寂
し
い
」と

崇す
う
け
い敬
会
長
小
山
内
瞭
二
が
語
っ
て
い
た
。
鴨か
も
い居
と
天
井
の
空

間
に
は
、
昔
か
ら
絵
馬
が
飾
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
現
在

は
八
幡
宮
に
関
係
の
あ
る
記
念
写
真
展
示
場
と
な
っ
て
い
る
。

数
あ
る
写
真
の
中
の
一
枚
、
第
二
鳥
居
新
建
奉
納
式
（
平
成

七
年
十
一
月
二
十
六
日
）
の
写
真
に
、
当
時
私
が
常
盤
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
協
議
会
長
（
俗
称
部
落
会
長
）
の

任
に
あ
っ
た
関
係
で
、
地
区
民
を
代
表
し
て
私
も
顔
を
出
し

て
い
た
の
が
入
口
見
返
り
の
場
所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
に

は
恐
れ
い
っ
た
。
何い

つ時
の
時
代
ま
で
展
示
さ
れ
る
か
は
世
の

変
遷
に
も
よ
ろ
う
が
、
こ
の
世
に
居
る
間
は
良
心
を
と
が
め

る
行
為
は
出
来
な
い
と
心
に
刻
ん
だ
。

残
さ
れ
て
あ
る
絵
馬
の
部
類
と
し
て
変
わ
っ
た
も
の
に

「
誓
永
禁
酒
昭
和
六
年
十
一
月
一
日
、
浅
利
平
内
」
と
あ
り
、

真
ん
中
に
酒
杯
に
大
き
な
鍵
を
か
け
た
絵
の
額
で
あ
る
。
浅

利
平
内
は〝
牛
若
〟と
い
う
四
股
名
で
大
相
撲
に
入
門
し
た
が

酒
に
お
ぼ
れ
る
日
が
多
く
、
名
声
な
く
引
退
し
帰
郷
し
て
か

ら
そ
の
額
を
見
た
と
こ
ろ
、
鍵
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
お
り
、「
こ

れ
は
、神
が
禁
酒
の
誓
い
を
解
い
て
人
生
を
楽
し
み
な
さ
い
」

と
い
う
お
告
げ
だ
ろ
う
と
再
び
杯
を
手
に
し
た
と
い
う
。

奥
の
院
は
四
尺
に
二
尺
で
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
九
日
敬

宗
会
役
員
会
の
承
認
を
得
て
、浅
利
亮
一
、石
動
武
己
立
会
の

上
、
御
本
尊
様
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
時
の

模
様
を
日
記
か
ら
抜
粋
す
る
と
「
二
礼
二
拍
手
一
礼
で
錠
に

手
を
か
け
た
が
開
か
な
い
。
再
拝
し
た
が
な
お
開
か
ず
、
立

会
人
達
か
ら
「
番
人
に
は
会
い
た
く
な
い
と
拒
否
さ
れ
て
る

だ
ろ
う
」
と
ヤ
ジ
が
出
る
。
十
数
分
に
し
て
首
を
入
れ
る
こ

と
が
で
き
た
。
す
だ
れ
が
下
り
奉
納
新
風
会
と
会
員
の
名
前

あ
り
、
白
布
に
包
ま
れ
た
棟む
な
ふ
だ札

十
四
枚
、
明
治
十
年
以
前
の

も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、

安
政
二
乙
き
の
と

卯う

年
（
一
八
五
五
）
神
社
微
細
由ゆ
い
し
ょ緒

調
し
ら
べ

書か
き
あ
げ上

帳
に
は
貞
じ
ょ
う
き
ょ
う享

五
年
（
一
六
八
八
）
九
月
、
宝
ほ
う
り
ゃ
く暦

四
甲
き
の
え

戌い
ぬ

年

（
一
七
五
四
）、
明
和
六
己
つ
ち
の
と

丑う
し

（
一
七
六
九
）
九
月
、
文
政

九
丙
ひ
の
え

戌い
ぬ

年
（
一
八
二
六
）
八
月
、
天て
ん
ぽ
う保

十
四
年
癸
み
ず
の
と

卯う

年

（
一
八
四
三
）
八
月
と
書
か
れ
て
あ
る
が
…
…

左
に
日
の
丸
の
旗
二
本
、
紫
の
幕
が
あ
り
、
八や
た
の
か
が
み

咫
鏡
、
そ

の
奥
に
御
神
体
が
畳
の
上
に
安
座
し
て
い
た
。（
こ
の
畳
、三

上
正
次
他
三
名
の
厄
除
記
念
で
小
野
勇
助
の
作
だ
と
い
う
）

こ
れ
が
誉ほ
む
た
わ
け
の
み
こ
と

田
別
命（
ホ
ン
ダ
と
も
称
し
て
い
る
図
書
も
あ
る
）

様
か
と
息
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
と
ハ
ン
カ
チ
を
口
に
く
わ

え
、
最
敬
礼
で
二
礼
二
拍
手
一
礼
し
て
お
別
れ
し
た
。

（
御
神
体
の
詳
細
を
記
す
と
、ご
本
尊
に
失
礼
に
あ
た
る
の

で
略
す
）」

　
加
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佐
藤　

透

歳
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
種
々
の
障
害
を
覚
え
る
事
が

あ
る
。
髪
の
毛
は
抜
け
る
・
白
髪
が
目
立
つ
・
へ
た
る
。
目

は
老
眼
に
な
り
、
新
聞
が
読
み
づ
ら
く
な
る
。
私
は
近
眼
な

の
で
眼
鏡
を
外
す
と
小
さ
な
文
字
な
ど
も
見
え
る
。
歯
科
医

師
と
い
う
職
業
柄
便
利
な
目
で
あ
る
。
し
か
し
私
の
目
で
あ

る
が
、
以
前
よ
り
黄
斑
変
性
症
が
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

た
。
片
方
な
の
で
も
う
一
方
で
修
正
し
て
見
て
い
る
ら
し
い
。

眼
科
医
院
へ
通
っ
た
が
、
余
り
有
効
な
治
療
は
な
い
ら
し
く

行
く
度
に
検
査
し
て
終
わ
り
で
あ
る
。
I
P
S 

細
胞
の
移

植
治
療
が
将
来
の
希
望
か
な
…
…
？
（
笑
い
）
そ
う
言
え
ば

I
P
S
研
究
の
た
め
の
寄
付
を
募
っ
て
い
る
と
い
う
。
治
療

練
習
日
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎
で
は
㈬
・
㈮　

午
後
７
時
～
９
時

ま
で
、
常
盤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
㈪
・
㈭
の

午
後
２
時
～
４
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　

連
絡
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三
四
〇
一　

加
福
哲
三

が
有
効
と
の
情
報
が
あ
る
の
で
考
え
て
見
た
い
と
思
う
。

こ
こ
の
所
、よ
く
耳
に
す
る
の
は
、白
内
障
の
手
術
を
し
て

い
た
と
い
う
方
達
で
あ
る
。
か
な
り
良
く
な
る
ら
し
い
。
冗

談
だ
が
余
り
見
え
過
ぎ
て
見
え
な
く
て
よ
い
も
の
ま
で
見
え

て
困
る
…
…
な
ど（
笑
い
）。
更
に
耳
で
あ
る
。
私
事
で
は
あ

る
が
ジ
ワ
ジ
ワ
と
聞
こ
え
が
悪
く
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
音
量

も
家
内
に
指
摘
さ
れ
る
始
末
で
あ
る
。
か
な
り
ウ
ル
サ
イ
ら

し
い
。
更
に
更
に
患
者
さ
ん
の
中
に
は
膝
・
肘
・
股
関
節
・

腰
等
々
の
手
術
を
す
る
人
の
な
ん
と
多
い
こ
と
か
！
。
私
事

で
あ
る
が
、
二
階
に
寝
所
が
あ
る
の
で
、
毎
日
何
回
と
な
く

一
･
二
階
を
往
復
す
る
。
そ
こ
で
最
近
、以
前
に
比
べ
て
筋

力
の
低
下
か
ら
か
少
々
億
お
っ
く
う

劫
に
な
っ
て
き
た
の
で
、階
段
に

手
す
り
を
つ
け
た
。
こ
れ
は
か
な
り
有
効
で
あ
っ
て
夜
中
に

一
階
の
ト
イ
レ
に
行
く
と
き
な
ど
助
か
っ
て
い
る
。
御
多
分

に
洩
れ
ず
�
歳
を
過
ぎ
た
老
歯
科
医
師
は
段
々
と
老
い
を
感

じ
つ
つ
、
日
々
ど
こ
ま
で
頑
張
れ
る
の
か
試
し
て
い
て
、
同

じ
歳
の
家
内
と
食
事
を
楽
し
く
・
楽
し
く
頂
い
て
い
る
。
ま

あ
、
食
事
が
美
味
で
あ
る
内
は
、
ま
だ
老
い
も
駆
け
出
し
た

か
？
（
笑
い
）。
ま
た
、幸
い
な
こ
と
に
も
う
一
つ
。
我
々
夫

婦
は
睡
眠
に
関
し
て
は
何
事
も
な
く
二
人
と
も
実
に
よ
く
眠

る
の
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
で
眠
ら
れ
な
い
な
ど
の
放
送
も
あ
る

が
、
二
人
と
も
笑
い
な
が
ら
我
が
家
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い

と
会
話
し
て
い
る
。
こ
の
よ
く
眠
れ
る
こ
と
は
幸
い
で
あ
る
。

知
り
合
い
の
方
達
は
睡
眠
剤
を
飲
ん
で
い
た
が
、
そ
の
必
要

は
な
く
、
二
時
間
ド
ラ
マ
の
最
後
が
分
ら
な
い
と
言
わ
れ
る

の
で
、
ビ
デ
オ
に
録
画
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

「
年
寄
り
の
戯
ざ
れ
ご
と

言
」（
笑
い
）
…
…

ま
だ
年
寄
り
で
は
な
い
が
、
先
輩
た
ち
に
失
礼
か
‼
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田　
中
さ
ち
子

お
ば
さ
ん
は
心
の
中
に
サ
ス
ペ
ン
ス

成 

田　
波 

麻

友
情
が
何
処
ま
で
続
く
サ
ス
ペ
ン
ス

佐
々
木
ト
ミ
エ

予
想
外
キ
ャ
ン
セ
ル
穴
場
家
族
旅
行

木 

村　
羊 

川

静
か
だ
と
思
え
ば
二
人
夢
の
中

清 

水　
川 

魚

す
ぐ
お
金
つ
か
め
て
や
め
ぬ
闇
バ
イ
ト

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅

第
八
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全
国
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
で
優
勝

全国大会優勝　（左から清野・加福孝・加福哲）


